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今 後 の 日 程
1月16日㈰	 理容組合お客様感謝祭抽選会 （小郡）
　　24日㈪	 組合親睦ボウリング大会 （山口）
2 月 1 日㈫	 理容師実技試験 （小郡）
　　 7日㈪	 World hair in Japan 2022（秋冬） （ 〃 ）
　　 　 　 　 	 　　　　「D’S」講習会 　
　　14日㈪	 管理講習① （山口）
　　21日㈪	 管理講習② （ 〃 ）
　　22日㈫	 第73回全国理容競技大会 （神奈川）
　　　	 ヘアワールド・ジャパンカップオープン2022 
　　28日㈪	 管理講習③ （山口）

徳山会場徳山会場

宇部会場宇部会場

　長きにわたる新型コロナウィルス対応ですが、本年は何とか収束の方向

に向かうことを願い、新年を寿ぎたいと思います。

　旧年中は１年延期となりました東京オリンピック・パラリンピック（以

下・オリパラ）も、無観客が中心となれども開催されました。私ども全国

理容連合会はオリパラ選手村のヘアサロン（理容、美容、ネイル）を担い、

アスリートへの晴れの舞台をと務め応援しました。理容師50人の日本の衛

生的な高度な技術は好評であり、国際交流の一翼を担ったのであります。

　また、東日本大震災からの10年の節目にあたり、大震災の教訓を次世代

につなぐべき「あれから十年事業」に取り組み、宮城県名取市の震災メモ

リアル公園に碑の建立・除幕も行いました。コロナ禍にあっても感染防止

に配慮しながら諸事業にご協力を下さいました皆さま方には感謝いたしま

す。

　連合会としては、新型コロナ等々に対しても、何とか業界進展のモチベ

ーションを落とさないよう、本年も知恵と工夫で進んでまいります。

　特に、本年２月22日には中止となった世界大会に代わる「ヘアワールド

ジャパンカップオープン2022」を全国大会と併せて、横浜・大さん橋ホー

ルにて開催する予定です。入場者数の制限を行いつつ、ライブストリーミ

ング配信等、感染対策を万全にし、ニューノーマルな新たな競技大会の形

を実現していきたいと思います。

　このような困難な時こそ逆転の発想による工夫をこらし、皆さまが未来

に希望が持てるような運営を実行していく所存です。どうか2022年もよろ

しくお願い申し上げます。

2022年　年頭所感
困難な時こそ
モチベーションの維持を

全国理容生活衛生同業組合連合会
理事長 大森　利夫

令
和
３
年
度　

毛
髪
供
養
祭

年
頭
所
感

　「
組
織
力
」

　
山
口
県
組
合
理
事
長

　
吉
永
　
和
義

融
資
・
助
成
金
等
の
利
用
相
談
会
開
催

（
令
和
３
年
度
経
営
支
援
緊
急
対
策
事
業
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か

ら
組
合
の
運
営
及
び
事
業
推
進
に
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
経
済
活
動
は
停
滞
し
、
理

容
業
界
も
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
夢
と
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
、
組
合
員
の
減
少
・
高

齢
化
・
後
継
者
不
足
な
ど
大
変
困
難

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
今
な

す
べ
き
こ
と
は
、
組
合
が
直
面
し
て

い
る
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
、
組
合

の
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
み
、
効

率
的
・
効
果
的
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
皆
様
方
か
ら
の
貴
重
な
ご

意
見
を
お
聞
き
し
て
組
織
を
挙
げ
て

取
り
組
む
事
が
必
要
で
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
組
合
員
一
同
素
晴
ら
し
い

一
年
で
あ
り
ま
す
事
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
11
月
１
日
㈪
午
前
10
時

下
関
市　

亀
山
八
幡
宮
に
て
山
口
県

組
合
主
催
の
「
毛
髪
供
養
祭
」
が
厳

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
９
回
目
（
県
主
催
）
と

な
る
供
養
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
規
模
を

縮
小
し
、
参
加
10
支
部
県
内
組
合
員

25
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

毛
髪
を
神
前
に
供
え
、
定
刻
に
な

り
管
絃
の
音
が
響
き
わ
た
り
、
修
祓
、

祝
詞
奏
上
と
続
き
、
吉
永
理
事
長
、

支
部
代
表
４
名
が
玉
串
奉
奠
を
行
い

参
拝
者
全
員
で
お
客
様
の
毛
髪
供
養

と
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
業

界
の
発
展
向
上
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

宮
司
よ
り
参
拝
者
に
金
幣
で
お
清

め
を
頂
き
、
格
式
高
い
式
典
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
神
殿
前
で
記
念
撮
影
を

行
い
、「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」

に
赴
き
参
拝
し
解
散
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毎
日
新
聞
社
・
山
口
新

聞
社
・
山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
等
の
取
材
が
あ
り
、
Ｔ
Ｙ
Ｓ
テ
レ

ビ
山
口
で
は
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放

送
さ
れ
良
い
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
客
様
に
対
す
る
感
謝
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
毛
髪
供

養
祭
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
客

様
に
組
合
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
集
客
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
11
日
㈪
宇
部
市
総

合
福
祉
会
館
、
11
月
８
日
㈪
徳
山
駅

前
賑
わ
い
交
流
施
設
に
て
、（
公
財
）

山
口
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー
主
催
に
よ
る
融
資
・
助
成
金
等
の

利
用
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
山
会
場
で
は
㈱
日
本
政
策
金
融

公
庫
徳
山
支
店
融
資
課
長
・
小
川
久

生
氏
、
及
び
に
「
中
小
企
業
事
業
継

続
支
援
金
」「
頑
張
る
事
業
者
リ
ス

タ
ー
ト
補
助
金
」「
新
し
い
生
活
様

式
導
入
応
援
補
助
金
」
等
の
各
種
助

成
金
・
補
助
金
の
申
請
手
続
き
に
つ

い
て
は
社
会
保
険
労
務
士
・
山
根
紀

昭
氏
に
相
談
員
と
し
て
対
応
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
相
談
会
当
日
に
都
合
等
で
来

場
で
き
な
か
っ
た
組
合
員
は
、
別
の

日
に
個
別
に
相
談
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
相
談
内
容
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
設
備
・
運
転
資
金
の
融
資
と

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
非
接
触
型
ト
イ

レ
へ
の
改
修
や
空
気
清
浄
機
等
の
購

入
を
、
こ
の
補
助
金
で
賄
う
た
め
の

申
請
相
談
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
も
融
資
、
補
助
金
・
助
成
金

の
支
給
等
で
経
営
支
援
に
役
立
つ
こ

と
が
で
き
、
県
組
合
担
当
部
と
し
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

懸
念
す
べ
き
は
、
こ
の
制
度
を
多

く
の
組
合
員
が
利
活
用
し
た
支
部
が

あ
る
反
面
、
そ
の
相
談
件
数
、
申
請

件
数
は
地
域
に
よ
り
著
し
く
片
寄
っ

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
経
営
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る「
経
営
支
援
緊
急
対
策
事
業
」

を
始
め
と
す
る
色
々
な
組
合
の
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
更
な
る
周
知
が
成
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
命
題
と
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
「
令
和
３
年
度
経
営
支

援
緊
急
対
策
事
業
」
の
期
間
は
令
和

４
年
２
月
末
日
迄
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
期
日
は
あ
り
ま
す
の
で
、

融
資
相
談
・
経
営
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
県
組
合
ま
で
連
絡
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
税
理
士
、
㈱
日
本
政
策
金
融

公
庫
、
経
営
特
別
相
談
員
等
が
個
別

対
応
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

経
理
金
融
部
長　

松
永
忠
晴
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令和３年10月25日（月）

ソルトアリーナ防府人工芝グラウンド

優　勝　　宇部・長門連合

○

順　位

×

1

18‐５ 15‐３

周南連合

周南連合

チーム
連合

宇部・長門
連合

防　府

防　府

×

ソフトボール大会成績表

３‐15 ７‐８

3

2

○

５‐18 ８‐７

○

×

宇部・長門

準優勝　周南連合準優勝　周南連合3位　防府3位　防府

吉国智彦氏吉国智彦氏

山瀬敬寛氏山瀬敬寛氏

浴本孝嘉氏浴本孝嘉氏 釼物宏行氏釼物宏行氏 高村和伸氏高村和伸氏

宮川英之氏宮川英之氏 亀井かんな氏亀井かんな氏

令
和
３
年
度

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

り
よ
だ
部
支

長門
支部

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

岩国
支部

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　

去
る
10
月
25
日
㈪
県
組
合
親
睦
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
防
府
市
の
ソ

ル
ト
ア
リ
ー
ナ
防
府
人
工
芝
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
を
行
い
つ
つ
、
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
会
場
入
り
と
同
時
に
全
て
の

参
加
者
の
検
温
・
手
指
消
毒
を
行
い
、

体
調
不
良
で
な
い
こ
と
を
念
入
り
に

確
認
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
、
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の

カ
ッ
プ
・
準
優
勝
チ
ー
ム
の
ト
ロ
フ

ィ
ー
返
還
、
選
手
宣
誓
、
吉
永
理
事

長
挨
拶
な
ど
全
て
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
恒
例
行
事
で
毎
年
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は

夏
か
ら
一
気
に
冬
に
な
っ
た
感
じ
で
、

曇
天
も
手
伝
っ
て
と
て
も
肌
寒
い
一

日
で
し
た
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
参
加
者
が
少
な
く
、
３

チ
ー
ム
の
中
で
も
周
南
連
合
は
17
名

と
少
し
余
裕
が
あ
り
ま
す
が
、
防
府

支
部
は
12
名
、
宇
部
・
長
門
連
合
は

８
名
の
参
加
で
そ
の
中
に
は
応
援
の

み
の
方
も
お
ら
れ
、
全
て
の
方
が
プ

レ
ー
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

試
合
の
無
い
チ
ー
ム
よ
り
選
手
の
貸

し
借
り
を
し
、
試
合
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
程
参
加
者
が
減
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
３
チ
ー
ム
で
の
開
催
と
な

り
、
総
当
た
り
（
リ
ー
グ
戦
）
で
の

戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
一
試
合
」

　

周
南
連
合
対
宇
部
・
長
門
連
合

　

互
い
に
打
力
の
あ
る
チ
ー
ム
で
、

周
南
連
合
が
初
回
い
き
な
り
４
点
を

先
制
し
主
導
権
を
握
っ
た
も
の
の
、

宇
部
・
長
門
連
合
が
徐
々
に
追
い
詰

め
４
回
に
14
点
の
猛
攻
で
試
合
を
決

め
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

来
年
は
、
多
く
の
方
々
の
御
参
加
、

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

防
府
支
部　

濵
田　

稔

「
第
２
試
合
」

　

周
南
連
合
対
防
府

　

昨
年
同
様
、
１
点
を
争
う
緊
張
感

の
あ
る
好
ゲ
ー
ム
で
前
半
順
調
に
点

を
重
ね
た
防
府
で
し
た
が
、
昨
年
ジ

ャ
ン
ケ
ン
で
敗
れ
た
雪
辱
を
晴
ら
す

べ
く
周
南
連
合
が
最
終
回
４
点
を
奪

い
逆
転
。
そ
の
裏
の
防
府
の
攻
撃
を

き
っ
ち
り
抑
え
勝
利
を
手
に
し
ま
し

た
。

「
第
３
試
合
」

　

防
府
対
宇
部
・
長
門
連
合

　

切
れ
目
の
な
い
打
力
を
誇
る
宇

部
・
長
門
連
合
が
、
初
回
か
ら
打
線

爆
発
。
防
府
の
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
も
手

伝
い
、
宇
部
・
長
門
連
合
の
圧
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、勝
ち
点
２
の
宇
部
・

長
門
連
合
が
優
勝
、
勝
ち
点
１
の
周

南
連
合
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
仕
切
り
に
緊
張
し
な
が

ら
も
頑
張
っ
て
く
れ
た
防
府
支
部
内

海
組
織
部
長
、
お
忙
し
い
中
い
つ
も

顔
を
出
し
て
く
だ
さ
る
吉
永
理
事
長
、

皆
様
に
気
遣
い
動
き
回
っ
て
下
さ
っ

た
廣
石
組
織
部
長
、
多
く
の
組
合
員

の
皆
様
の
お
力
添
え
の
お
蔭
で
、
今

年
も
無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
大
会
に
参
加
し
て
下
さ

っ
た
選
手
の
皆
様
、
応
援
に
駆
け
つ

け
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
裏
方
と
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
大
変

　

令
和
３
年
10
月
18
日
㈪
９
時
30
分

よ
り
、
長
門
市
の
「
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ

大
正
館
」
に
於
い
て
、「
生
衛
業
収

益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
部

○ 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
」　

講
師　

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
保
健
環
境
部
生
活
環
境
課
環
境

薬
事
班
主
査　
　
　

亀
井
か
ん
な
氏

　

講
習
で
は
、
特
に
ト
イ
レ
や
休
憩

室
な
ど
で
は
こ
ま
め
に
消
毒
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
80

％
以
上
が
良
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ウ
イ

ル
ス
が
活
動
し
や
す
い
時
期
に
な
る

の
で
、
一
人
で
い
る
時
も
マ
ス
ク
を

着
用
し
た
方
が
良
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

第
２
部

○ 

「
最
低
賃
金
制
度
・
社
会
保
険
適

用
拡
大
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

講
師　

働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ

ィ
ス
山
口
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
社
会
保

険
労
務
士　
　
　
　
　

宮
川
英
之
氏

　

お
話
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

受
け
取
れ
る
各
種
補
助
金
を
上
手
に

活
用
し
て
み
て
は
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
３
部

○
共
済
推
進
説
明
会

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
村
和
伸
氏

　

説
明
会
で
は
、
団
体
生
命
共
済
に

つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
団
体
加
入
に

よ
り
掛
金
が
安
く
全
理
連
独
自
の
特

別
給
付
金
が
あ
る
等
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

第
４
部

○ 

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！
理
容
業
界

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

講
師　
　
　

釼
物
宏
行
氏（
県
講
師
）

　

今
回
は
主
に
ケ
ミ
カ
ル
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

営
業
に
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

　

今
年
度
の
講
習
会
は
、
４
部
構
成

で
約
３
時
間
に
亘
り
中
身
の
濃
い
も

の
で
し
た
。

　

終
了
後
予
定
し
て
い
た
親
睦
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
に
お
弁
当
（
豪
華
）

を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報　

品
川　

勉

　

令
和
３
年
11
月
１
日
㈪
10
時
よ
り

岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル
錦
雲
閣
に
て
、

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
１
名

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
加

え
、
ク
リ
ア
ボ
ー
ド
の
設
置
、
消
毒

の
徹
底
な
ど
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
い
て
き
た
と
は
い
え
、
完
璧
な

ウ
イ
ル
ス
対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

先
ず
、
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ

フ
ィ
ス
山
口
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
社
会

保
険
労
務
士
の
吉
国
智
彦
氏
に
よ
る

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
、
岩
国

支
部
の
実
状
に
沿
っ
た
形
で
為
に
な

る
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
岩
国
環
境
保
健
所
環
境
薬

事
班
の
山
瀬
敬
寛
氏
よ
り
、
理
容
所

に
お
け
る
消
毒
法
に
つ
い
て
コ
ロ
ナ

対
策
も
交
え
て
詳
細
に
説
明
し
て
頂

き
、
こ
れ
か
ら
の
各
店
舗
の
消
毒
を

さ
ら
に
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
浴
本
孝
嘉
講
師
の
実
技
講

習
で
、
売
り
上
げ
Ｕ
Ｐ
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
基
地
の
あ
る
岩
国
な
ら
で
は
の

売
れ
筋
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
披
露
し
、

女
性
客
を
取
り
込
む
提
案
が
あ
り
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
国
支
部
と
し
て
も
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

通
信　

浴
本
孝
嘉
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令和四年

元　旦 新年のお慶びを申し上げます
監　
　

事

刀

祢

隆

一

（
柳

井

支

部
）

監　
　

事

山

本
　

豊

（
宇

部

支

部
）

常
任
理
事　

事
業
部
長

金

井

鉄

夫

（
小
野
田
支
部
）

常
任
理
事　

共
済
部
長

阪　

本　

直　

樹

（
周

西

支

部
）

常
任
理
事　

文
化
・
広
報
部
長

上　

田　

憲　

志

（
長

門

支

部
）

常
任
理
事　

教
育
部
長

木　

村　

真　

也

（
新
南
陽
支
部
）

常
任
理
事　

組
織
部
長

廣　

石　

正　

明

（
下

松

支

部
）

副
理
事
長　

総
務
企
画
、
経
理
・
金
融
部
長

松　

永　

忠　

晴

（
吉

南

支

部
）

理
事
長

吉　

永　

和　

義

（
山

口

支

部
）

新

南

陽

支

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

木
村　

真
也

　
　
　

 　

副
支
部
長　

松
崎　

勝
己

　
　
　
　
　

会　

計　

久
賀　
　

浩

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

徳　

山　

支　

部

　
　

理
事
・
支
部
長　

重
国　

達
二

　
　
　
　

副
支
部
長　

國
重　

敦
史

　
　
　
　
　

〃　
　

木
村　

正
史

　
　
　
　
　

会　

計　

三
好　

哲
也

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下　

松　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

廣
石　

正
明

　
　
　
　

副
支
部
長　

松
中　

政
之

　
　
　
　
　

会　

計　

武
居　

重
正

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

光　
　

支　
　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

高
木　

広
昭

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

周　

西　

支　

部　

常
任
理
事
・
支
部
長　

阪
本　

直
樹

　

副
支
部
長
・
会
計　

多
田　
　

稔

　
　
　
　

副
支
部
長　

原
田　

宮
児

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

熊　

南　

支　

部

　
　

理
事
・
支
部
長　

宮
本　

佳
治

　
　
　
　
　

会　

計　

山
中　

弓
子

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

柳　

井　

支　

部

　
　

理
事
・
支
部
長　

武
田　

知
久

　
　
　
　
　

会　

計　

田
中　
　

隆

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

大　

島　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

西
口　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　

外
組
合
員
一
同

岩　

国　

支　

部

    

理
事
・
支
部
長　

日
高　

孝
司

　
　
　
　

副
支
部
長　

濱
安　

益
之

　
　
　
　
　

会　

計　

岩
崎　

健
司

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

長　

門　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

上
田　

憲
志

　
　
　
　

副
支
部
長　

久
永　

博
司

　
　
　
　
　

会　

計　

藤
岡　
　

健

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

厚　

狭　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

安
藤　

裕
通

　
　
　
　

副
支
部
長　

伊
藤　

一
彦

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

小

野

田

支

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

金
井　

鉄
夫

　
　
　
　

副
支
部
長　

田
中　

哲
也

　
　
　
　
　

会　

計　

松
吉　

治
夫

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

宇　

部　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

村
田　

長
実

　
　
　
　

副
支
部
長　

田
川　

健
治

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

美　

東　

支　

部

　
　

理
事
・
支
部
長　

三
嶋　
　

充

　

副
支
部
長
・
会
計　

滝
本　

秀
樹

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

萩　
　

支　
　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

池
部　

裕
之

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

吉　

南　

支　

部

副
理
事
長
・
支
部
長　

松
永　

忠
晴

　

副
支
部
長
・
会
計　

原
田　

信
也

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

山　

口　

支　

部

　
　

理
事
・
支
部
長　

川
野　

雅
吏

　

副
支
部
長
・
会
計　

金
子　
　

肇

　
　
　

  

外
役
員
、
組
合
員
一
同

防　

府　

支　

部

　
　

理
事
・
支
部
長　

濵
田　
　

稔

　

副
支
部
長
・
会
計　

渡
辺　

清
文

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

講　
　

師

丸

山

宏

二

（
宇

部

支

部
）

講　
　

師

倉

重

勝

憲

（
下

関

支

部
）

講　
　

師

浴

本

孝

嘉

（
岩

国

支

部
）

講　
　

師

岩

崎

健

司

（
岩

国

支

部
）

講　
　

師

瀬

川

晃

一

（
下
関
東
支
部
）

教
育
委
員

望

月

義

弘

（
下

関

支

部
）

教
育
委
員

石

井

正

吉

（
山

口

支

部
）

下　

関　

支　

部

　
　

理
事
・
支
部
長　

望
月　

義
弘

　
　
　
　

副
支
部
長　

三
嶋　

克
典

　
　
　
　
　

会　

計　

河
野　

秀
一

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下

関

東

支

部

    

理
事
・
支
部
長　

本
田　

匡
史

　
　
　
　

副
支
部
長　

瀬
川　

晃
一

　
　
　
　
　

会　

計　

佐
股　

園
文

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

事

務

局

一

同

講　
　

師

秋

山

健

朗

（
厚

狭

支

部
）

講　
　

師

佐

野

宙

史

（
下

関

支

部
）

講　
　

師

釼

物

宏

行

（
長

門

支

部
）

　

文
化
広
報
部
長

　
　
　
　
　

上

田

憲

志

　

支
部
広
報
部
長

岩　

国　
　

浴

本

孝

嘉

大　

島　
　

西

口
　

明

柳　

井　
　

河

邊

辰

也

熊　

南　
　

杉

谷

洋

子

周　

西　
　

原

田

宮

児

　

光　
　
　

菅

光

輝

子

下　

松　
　

松

中

政

之

徳　

山　
　

仲

山

尚

俊

新
南
陽　
　

田

畑
　

暁

防　

府　
　

濵

田
　

稔

山　

口　
　

西

本

光

徳

吉　

南　
　

岩

谷

武

志

　

萩　
　
　

山

根

寛

生

美　

東　
　

阿

部

王

則

宇　

部　
　

田

川

健

治

小
野
田　
　

田

中

哲

也

厚　

狭　
　

伊

藤

一

彦

長　

門　
　

上

田

憲

志

下
関
東　
　

竹

岡
　

久

下　

関　
　

山

本
　

豊



令和 年度 組合講習
秋冬

「Ｄ’Ｓ」講習会
令和４年

月 日 時～

受受講講料料22,,770000円円
（（リリモモーートトのの場場合合11,,550000円円））

会場：山口県理容美容専門学校 講堂

第 部

こ ふし わき りゅうのすけ
講師：小伏脇 隆ノ介氏 全理連中央講師

年生まれ（金沢市在住）
経歴 年 第 回全国理容競技大会 第 部門 ジュヌ 位

年 第 回東海北陸理容競技大会 第 部門 優勝
年 Ｓｍｉｌｅ ． 設立
年 月 全理連中央講師就任
年 トレンド研究所、インバウンドメンバー入り

コンテストミッション 部
年 ワールドヘア 秋冬 ｢D’Ｓ｣設定委員

受講者制限をいたします。 先着 名）
受講希望の方は１月 日 金 までに県組合事務局へお申込みください。

主 催 山口県理容生活衛生同業組合

申し込み方法

月

※新型コロナウイルス感染拡大による影響が出た場合
リモートでの講習会になる場合もございます。

日 時

ク
ー
ル
ビ
ズ
ヘ
ア
募
集全国理容連合会「クールビズヘアスタイル」係

TEL：03-3379-4111
E-mail：toiawase@riyo. or. jp
〒151-0053 東京都渋谷区代々木 1-36-4 全理連ビル８階

お問い合わせ

全 国理 容連 合 会は、「髪を１ cm 切って体
感 温 度 を １℃下 げ る」を キ ャ ッ チ フ レ ー
ズに 2022 クールビズヘアスタイルを募集
しています。
募集要項は、次のとおりです。
１．募集内容：⑴「インターナショナル部門」

外国人に多いフェードを取り入れたヘアスタイルなど、国際色
華やかな作品を募集します。女性やキッズモデルのヘアスタイ
ルも歓迎です。なお、この部門は国内外から募集します。

 ⑵「クールビズヘア部門」
「2022 年版クールビズヘアスタイル」を募集します。女性のヘ
アスタイルやキッズヘアなど「家族揃ってヘアサロンへ」をテー
マとした、夏にヘアサロンで売れるヘアスタイルとなるよう、
ファッション性と機能性に富んだスタイルを望みます。

２．応募規定：⑴「インターナショナル部門」
カラー作品。サイズは２L（127㎜×178㎜）。人間モデル、モデ
ルウィッグ、メンズ・レディス・キッズとも可。写真裏面に、
応募部門、郵便番号、住所、氏名（よみがな）、年齢、性別、
電話番号、作品のコンセプト（100 文字程度、理容師養成校生
徒の作品には学校名も）を明記した用紙を貼付し郵送すること。
複数応募可。未発表のオリジナル作品に限る。モデルの肖像権
等、すべての権利関係は応募者側で処理すること。
なお、海外からはメール（toiawase@riyo.or.jp）で応募する
こと。画像サイズは １ MB 以上。メール本文に氏名、住所、性
別、年齢、国籍を記載すること。

 ⑵「クールビズヘア部門」
上記⑴「インターナショナル部門」（囲み以外）と同様とします。

３．応募資格：⑴国内外理容師（国内の方は組合員店従事者）及び理容師養成
校の生徒

 ⑵理容師（組合員店従事者）及び理容師養成校生徒
４．賞　　　：⑴「インターナショナル部門」、⑵「クールビズヘア部門」共に下

記のとおり。（なお、審査会で特別賞（３万円）等も決定する）
最優秀賞　１点　賞状、副賞（10 万円）
優 秀 賞　１点　賞状、副賞（５万円）
入　　選　適宜　賞状、副賞（5,000 円）

５．募集期間：令和４年３月１日～４月５日（必着）
６．作品選考：令和４年４月に開催することとし、選考委員は別途検討する。
７．審査発表：直接入賞者に通知し、賞状・副賞を送付する
８．応募作品の活用：応募作品、連合会ホームページ、機関紙に掲載するほか、

クールビズヘアスタイル啓発用ポスター等、連合会各事
業に使用する場合がある。

９．注意事項
・応募作品の著作権（著作権法第 27 条および第 28 条に規定する権利を含む）は、

全国理容連合会に帰属する。
・応募作品の使用・掲出に際して、文字を入れ込むなど一部修正・翻訳するこ

とがある。
・応募作品は返却しない。
・応募者は、全国理容連合会の事業の紹介や記録のために、主催者および各都

道府県理容組合が応募作品を利用することを認めることとする。
・入賞者の氏名、住所（市町村名まで）、学校名・学年は報道発表、ホームペー

ジなどで発表することがある。応募者の個人情報の取り扱いについては、ヘ
アスタイル募集の運営に必要な範囲で利用する。

・肖像権のある人物写真を使用する場合は、制作者側で必要な権利処理を行う
こと。

令和４年 1月 1日 か　　　　　が　　　　　み 第 689 号（4）

山口
支部

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

熊南
支部

支
部
講
習

萩
支部
衛
生
講
習
会

随
　
筆

　

令
和
３
年
11
月
８
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
ホ
テ
ル
常
盤
に
て
、「
生
衛
業

収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
が
３
部
構

成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の

宮
川
英
之
氏
に
「
最
低
賃
金
制
度
の

概
要
・
各
種
助
成
金
の
概
要
・
活
用

法
に
つ
い
て
」
講
義
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
山
口
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
環
境
衛
生
薬
事
班
技
師
の
玉
野

彩
香
氏
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
・
各
店
舗
に
お
け
る
衛
生

消
毒
に
つ
い
て
」
講
義
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

第
３
部
は
、
全
理
連
中
央
講
師
の

石
井
マ
サ
ヨ
シ
氏
に
「
コ
ロ
ナ
対
策

と
考
え
方
の
発
想
・
お
客
様
の
意
識

を
変
え
る
に
は
」
を
講
義
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
理
容
業
の
可
能
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
収
束
に

向
か
っ
て
い
ま
す
が
、消
毒
の
徹
底
・

マ
ス
ク
の
着
用
・
十
分
な
換
気
な
ど

　

10
月
25
日
㈪
午
前
９
時
よ
り
、
城

理
容
室
に
於
い
て
、
マ
ス
ク
・
消
毒
・

換
気
を
徹
底
し
て
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
県
講
師
の
岩
崎
健
司
先
生

で
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
で
し
た
が
、
次
々

参
加
さ
れ
、
中
に
は
２
年
ぶ
り
に
会

う
方
も
お
ら
れ
、
室
内
は
明
る
く
活

気
に
溢
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
組
合
の
利
点
に
つ
い
て
話

さ
れ
各
種
保
険
や
補
償
で
守
ら
れ
て

い
る
、
人
と
人
と
が
助
け
合
い
繋
が

り
が
得
ら
れ
る
こ
と
等
、
ま
た
、
当

支
部
の
問
題
に
つ
い
て
も
助
言
を
頂

き
力
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

講
習
は
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ッ
ト
の

基
本
的
な
も
の
で
、「
ハ
チ
張
り
の

お
さ
め
方
は
？
」
の
質
問
に
も
答
え

ら
れ
な
が
ら
、
今
日
の
為
に
髪
を
長

く
伸
ば
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
モ
デ

ル
さ
ん
を
素
敵
に
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
に
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
と
い
う
斬

新
な
バ
リ
カ
ン
だ
け
で
刈
る
ス
タ
イ

ル
を
さ
れ
、
耳
の
周
り
か
ら
襟
足
ま

で
刈
る
ぐ
ら
い
の
薄
さ
で
の
カ
ッ
ト

は
衝
撃
的
で
し
た
。

　

岩
国
基
地
で
は
流
行
し
て
い
る
そ

う
で
、
皆
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
つ
つ
引
き

込
ま
れ
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
後
の

講
習
は
、
リ
モ
ー
ト
な
ど
で
出
来
る

形
を
作
っ
て
行
け
た
ら
と
締
め
く
く

の
感
染
防
止
対
策
そ
し
て
、
安
全
安

心
清
潔
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
休
み
の
中
参
加
さ
れ
た
組
合
員

の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

講
師
の
先
生
方
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報　

西
本
光
徳

ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
為
、
早
め

の
終
了
と
な
り
ま
し
た

　

改
め
て
支
部
の
皆
様
と
の
会
合
は
、

繋
が
り
の
大
切
さ
、
温
か
さ
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　

岩
崎
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
の
時
期
を
逃
が
さ
ず
最
善
を
尽

く
し
て
会
を
開
い
て
下
さ
っ
た
皆
様
、

参
加
の
方
々
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報　

杉
谷
洋
子

　

去
る
、
令
和
３
年
11
月
８
日
㈪
午

前
10
時
よ
り
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
に
て
、

衛
生
講
習
・
共
済
説
明
会
を
支
部
11

名
の
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
鹿
児

島
氏
を
お
迎
え
し
、
先
ず
は
衛
生
講

習
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
同
様
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
傾
向
・
対
策
・
感
染
推
移

状
況
・
こ
れ
か
ら
の
予
測
な
ど
細
か

く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
「
理
容
業
界
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
も
と
に
、
感
染

防
止
の
基
本
的
な
考
え
方
、
開
設
者

が
講
ず
る
べ
き
具
体
的
な
対
策
に
つ

い
て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

特
に
重
要
な
の
が
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感

染
対
策
で
、
換
気
が
不
十
分
な
閉
鎖

空
間
で
は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
濃
度
が
高

ま
り
２
メ
ー
ル
以
上
離
れ
て
い
て
も

感
染
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
て
、
感
染
力
の
強
い
変
異
株
に
対

し
て
は
、
換
気
を
よ
り
一
層
十
分
に

行
う
必
要
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

人
が
集
ま
っ
た
時
に
は
、
店
内
で

エ
ア
コ
ン
を
か
け
て
い
て
も
２
方
向

の
窓
を
常
時
開
け
て
、
サ
ー
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
な
ど
の
併
用
に
よ
り
空
気
に

淀
み
の
な
い
よ
う
対
流
を
促
す
必
要

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

説
明
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
感
染

後
の
後
遺
症
や
萩
市
に
お
い
て
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い

て
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
内
容

の
濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

共
済
説
明
会
で
は
、
損
保
ジ
ャ
パ

ン
㈱
山
口
支
店
よ
り
担
当
の
石
崎
氏

が
来
ら
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応　

店
舗
休
業
補
償
制

度
」
に
つ
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

基
に
詳
し
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
12
時
に
終
了
し
ま
し
た
が
、

朝
早
く
か
ら
貴
重
な
お
時
間
の
中
ご

参
加
頂
き
、
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

通
信　

山
根
寛
生

　

而
も
女
の
子
、
何
と
か
捕
え
避
妊

手
術
の
た
め
動
物
病
院
へ
。

　

先
生
よ
り
思
い
が
け
な
い
知
ら
せ
。

　

こ
の
子
、
既
に
子
供
を
宿
し
て
い

る
と
衝
撃
的
な
言
葉
。

　

予
防
ワ
ク
チ
ン
、
蚤
・
ダ
ニ
の
予

防
軟
膏
を
首
周
り
に
塗
り
連
れ
帰
る
。

　

孫
姫
よ
り
「
ｊ
ｅ
、
ｊ
ｅ
」
と
命

名
さ
れ
る
。

　

し
か
し
相
変
わ
ら
ず
食
い
逃
げ
が

続
く
。

　

野
良
猫
に
は
縄
張
り
が
あ
り
、
簡

単
に
は
馴
れ
な
い
そ
う
だ
。

　

馴
ら
す
に
は
ケ
ー
ジ
（
檻
）
に
入

れ
隔
離
し
、
縄
張
り
を
忘
れ
さ
す
事

が
必
要
と
い
う
。

　

早
速
大
き
な
ケ
ー
ジ
を
買
い
、
約

三
週
間
の
隔
離
生
活
の
始
ま
り
。

　

ス
ト
レ
ス
が
溜
ら
な
い
よ
う
中
に

は
ト
イ
レ
・
食
事
・
水
を
置
き
、
夜

に
は
ケ
ー
ジ
全
体
に
布
を
掛
け
暗
く

し
て
寝
つ
か
せ
る
。

　

一
週
間
目
、
少
し
落
ち
着
き
効
果

が
出
始
め
る
。

　

二
週
間
目
、
部
屋
に
出
そ
う
と
す

る
が
恐
れ
出
て
こ
な
い
。

　

予
定
の
三
週
間
の
隔
離
期
限
終
了
。

　

見
事
に
家
猫
に
変
身
だ
。

　

よ
く
頑
張
っ
た
ね
！

　

以
後
、
家
か
ら
出
さ
ず
部
屋
に
は

「
ジ
ャ
レ
遊
具
」「
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
」

等
与
え
、
部
屋
中
走
り
回
っ
て
い
る
。

　

我
が
家
の
「
ア
イ
ド
ル
」
と
な
っ

た
。

　

人
は
幸
せ
な
猫
だ
と
言
う
。

　
「
ｊ
ｅ
、
ｊ
ｅ
」
お
前
幸
せ
か
？

と
聞
く
。

　
「
ニ
ャ
ー
ン
」
と
答
え
る
が
、
猫

語
は
分
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
人
間
の
勝
手
で
避
妊
手

術
さ
れ
、
而
も
子
供
ま
で
も
処
理
さ

れ
た
。

　

そ
れ
よ
り
も
今
ま
で
通
り
野
良
猫

で
、
子
猫
と
共
に
野
山
を
一
緒
で
自

由
に
走
り
回
っ
て
い
た
の
が
良
か
っ

た
の
で
は
と
、
後
ろ
め
た
さ
も
残
る
。

　

猫
の
寿
命
は
平
均
10
年
か
ら
13
年

と
い
う
。

　

今
の
私
の
年
齢
で
は
、
最
後
ま
で

は
面
倒
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

後
は
娘
、
孫
達
に
託
し
、
我
は
消

え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

毎
日
癒
し
て
く
れ
る
「
ｊ
ｅ
、
ｊ

ｅ
」
何
時
ま
で
も
大
切
に
幸
せ
願
う
。

　
　
　

菅
原　

一
（
下
関
東
支
部
）

　

我
が
家
に
猫
が
迷
い
込
ん
で
き
た
。

　

狸
色
し
た
変
わ
っ
た
栗
毛
。

　

朝
昼
晩
と
餌
を
食
べ
に
訪
れ
る
。

　

食
べ
終
わ
る
と
「
ニ
ャ
ー
ン
」
と

も
言
わ
ず
逃
げ
て
い
く
、
毎
日
の
繰

り
返
し
だ
。

　

家
猫
に
と
馴
ら
す
た
め
に
努
力
す

る
が
、
懐
か
な
い
。


